

































が教育運動論のレベルで， 1教育内容決定論の所在を導き出す法理論上の単なる道具概念 (5)J 
に使われているという批判でもある。
そこには， (教育人権に対して)一般人権が「理想的・観念的論議ではなく学校教育の深刻な














をきく j というく権威原理〉が介在している (9)Jといわれる，このく権威原理〉は性善的な
「よき教育jの指標であるとともに，同時に「道徳的要請を教え込む一連の権力メカニズム(1ωj
に容易に組み込まれるく作動原理〉でもある。






















































〈発生条件〉 〈動 因> <結果現象〉
資本主義的社会体制一一競争主義一一一管理教育
管理教育一一権威主義一一→体 罰















































発子 (II) t (1) 発子
達ど j 達ど
権も i 権も
のの二 I TO のの
非学 | 保学
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